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研究目的
幼児期の子ども達は本来、遊びの経験を通して、自ら想像して遊び方を発見するな
どの想像力を培いながら、ごく自然に身体を動かし、強く育み、心肺機能を高め、心
身の成長を重ねていく。しかし、子どもが身体活動を通しての遊びから学び、成長す
要　約
都市化する社会の中で、安全な遊び場が減少し、テレビやゲームの台頭によって、
外遊びよりも楽しい遊びが見出されてしまう昨今、保育現場では、限られた場所と
時間の中で、どのような遊びを提供し、子ども達の心と体の発達をサポートしてい
けるかについて、真剣に考えていかなければならない時期がやってきている。従っ
て、子どもが身体活動を通しての遊びから学び、成長する機会と環境を失いつつあ
る現代社会では、保育現場や地域のコミュニティ活動において、幼児期の身体活動
をサポートする何らかのカリキュラムが今後切望される状況が予想される。しかし、
保育現場においてどのような手法で身体活動を展開すればよいのか、具体的な方法
論を検討している研究は、まだまだ数が少なく、現場に馴染みやすく噛み砕いたも
のが少ないのが現状である。
そこで本研究では、まずアメリカの幼、小、中、高等学校において多くの実践例
をもつYoga Ed.のプレスクール・カリキュラムの事例に着目し、幼児期におけるヨ
ガ教育のねらいを中心に紹介・考察する。そして、拙者が Yoga Ed.の認定講師と
して、2009年度より保育士・幼稚園教諭養成課程の学生（短大生・大学生）を対象
に実践した、プレスクール・カリキュラムの授業から得られたアンケート分析から
得られた問題点や新たな発見、今後の課題についても検討を試みる。そしてこれら
２つの考察と検討から、今後の保育現場での活用方法につい検討することを目的と
する。
“Yoga Ed. Pre-School Curriculum”の事例研究
― 幼児期におけるヨガ教育のねらいを中心に ―
池田（尾畑）三鈴
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キーワード 身体表現活動、幼児体育、幼児教育、キッズヨガ
る機会と環境を失いつつある現代社会では、保育現場や地域のコミュニティ活動にお
いて、幼児期の身体活動をサポートする何らかのカリキュラムが今後切望される状況
が予想されている。
しかし、保育現場においてどのような手法で身体活動を展開すればよいのか、具体
的な方法論を検討している研究は、まだまだ数が少なく、現場に馴染みやすく噛み砕
いたものが少ないのが現状である。そこで本研究では、アメリカ合衆国において数多
くの実践例をもつYoga Ed.プレスクール・カリキュラムに着目し、この事例の中で実
践されているカリキュラムの内容を分析することによって、幼児期におけるヨガ教育
のねらいを中心に考察する。
また、自らも資格を取得し、Yoga Ed.の認定講師として、2009年度より保育士・幼
稚園教諭養成課程の学生たち（短大生・大学生）と共にプレスクール・カリキュラム
を実践、共有することによって明らかになった、その効果や新たな発見、今後の課題
についても検討を試みる。そしてこれら２側面からの分析と考察から、今後の保育現
場での活用方法について検討することを目的とする。
研究方法
第１章から第２章では、Yoga Ed.が刊行しているYoga Ed.認定講師資格取得用のテ
キストブック（原文・訳文）を中心とした文献研究を中心に、Yoga Ed.プレスクー
ル・カリキュラムのねらいや手法を明らかにする。また、認定トレーナーとの対話及
び Pre -Kライセンス講習の受講記録から得られた内容を参考資料として活用する。
・Marni Borling  Yoga ed. Pre-School Curriculum, Yoga Ed., 2006（原文）（下線部拙者）
第３章では、拙者が2009年度より実施したプレスクール・カリキュラムの講座の受
講生約80名を対象としたアンケート質問紙による実態調査から得られた内容を分析、
考察に用いる。
第１章　Yoga Ed.概説
本章では、はじめにYoga Ed.という組織について概説し（第１節）、その活動目的
と教育プログラム、現状について報告する（第２節）。またアメリカ合衆国の体育基
準との関連性（第３節）、プレスクール・カリキュラムにおけるヨガ教育の有効性に
ついて明らかにする（第４節）。
第１節　Yoga Ed.の組織概略
まず、Yoga Ed.プレスクール・カリキュラムのテキストに明記されている宣言文を
以下に紹介する。
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Yoga Ed. develops health /wellness programs and materials that utilize the physiological,
emotional and educational benefits of yoga and creative play, and distributes them to children,
teachers and parents thorough school and communities nationwide.１）
〔Yoga Ed.は、ヨガや創造的な遊びの、感情的な生理学的および教育上の利点を利用す
る健康やウェルネスのプログラムを開発し、子供、教師や保護者に対して学校や地域社会、
全国規模で伝播します。（拙者訳）〕
上記の宣言文に明示されているように、Yoga Ed.とは、Yoga Education（ヨガを通
した教育の意）の略式名称であり、アメリカ合衆国の西海岸からおきた、学校教育に
ヨガを取り入れるためにヨガアライアンスを取得したヨガティーチャーが、学校の先
生方にヨガの手法（ tools）を指導する目的で設立された組織である。本来、インド
を発祥の地とし、東洋の身体文化であったハタヨガは、今や世界規模でそのニーズを
高めつつあるが、米国で興ったこのムーブメントは、学校の教育活動や、地域社会活
動にヨガの手法を転用するためにプログラム化し、小学校入学前、小・中学校、高等
学校、特別支援学校向けにそれぞれ組み立てられているのが特徴である。
Yoga Ed.の教育カリキュラムは、1997年、創設者リンダ・タラ・グーバー（Tara
Lynda Guber）によって、小学校入学から８年生までのプログラム（K-８ program）
が考案されたことをきっかけに、幼稚園以前の子どもたちを対象としたプログラム、
高校生向けのプログラム（High School program）、スペシャルニーズ向けのプログラ
ムが続けて開発された。今回紹介、検討を行うYoga Ed. プレスクール・カリキュラム
は、実際にヨガを経験しながら、体、心、自己の探求を行うことにより、子ども
（Youth children）の健康・発達、学習の支援と向上を目的とした、小学校入学前の子
どもたちを対象とした教育プログラムである。ここで対象とされる「小学校入学前の
子ども」とは、具体的には、３歳から５歳まで（ Pre - schoool Ages）の幼児を指し、
状況に応じて２～３歳（Toddles）を含む。このカリキュラムは、現在アメリカ合衆
国の27の州において150校での実践例を重ねてきた最も注目されるカリキュラムの１
つともなっている。
このように広範にわたる活動の背景には、アメリカ合衆国においても日本と同様、
都市化の進む社会の中で心と体のバランスを失った子どもたちをサポートし、ストレ
ス社会に負けないよう、自力でセルフケアし、メンテナンスする力を養成することが
迫られていたという状況があった。現在では、Yoga Ed.の活動は、国際的にも広がり
をみせ、カナダ、メキシコ、オーストラリア、スイス、日本での認定講師養成トレー
ニングのクラスが開講されている。日本では、幼児を対象としたプログラムであるプ
レスクール・カリキュラム（ Pre -Kと略される）や小学校・中学校・カリキュラム
（K-８と略される）、が、2008年よりYoga Ed.の認定トレーナーによって開講されて
きており、Pre-K、K-８ライセンスを取得した認定講師の数も少しずつ増えつつある
状況である。
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第２節　Yoga Ed.カリキュラムの目的と教育方針
Yoga Ed.カリキュラムの目的は、「ヨガを習得すること」ではなく、「ヨガの技法を
自己への気づき、生きていく上で起こる問題への対処、健全で責任ある選択をするた
めの道具として転換させていくこと」２）にある。つまりそれは、「ヨガを用いた教育」
であり、子ども達が、ヨガを通してリラクゼーションの方法を知り、心と体のバラン
スやサポートの仕方、ストレスの解消法、自尊心や自己肯定感の保持、もの・ことへ
の受容能力、忍耐力、発表能力の向上、ポジティブな態度や行動を習得するなど、多
元的な機能を育てることにある。また、通常のヨガとの違い、ヨガで多用される「サ
ンスクリット語」や「瞑想（メディテイション）」、「チャクラ」等の言葉は、宗教性
を連想させるため一切使用せず、あくまでヨガの教育的要素を学校教育用に抽出して
使用しているのも特徴である。特にアメリカ合衆国の教育機関においては、宗教上の
問題が波紋を呼ぶケースが多く、実施においては保護者への慎重かつ明確な説明が実
施されている。
また、Yoga Ed.の教育プログラムは、20世紀前半の米国を代表する哲学者、ジョ
ン・デューイ（1859～1952年）もその教育思想の中で適用した「ソクラテス式問答法」
の手法をもとに構成されていることが明示されている３）。これは、子どもは適切な刺
激がある環境で、安全で応援されている状況にあるならば、本能的に学習意欲をかき
立てられる、という考え方である。また、経験こそが学習の根源であり、経験から知
識を培うことを主張するものである。従って、ヨガポーズを通した体を動かす練習や、
想像力や感覚に訴えかける様々な遊びやゲームなどの活動を通して、子ども達が自然
と自分たちの体がどのように働くか、また体と心の状態の関連性について「身をもっ
て学ぶこと」が重要な学習要素として位置づけられているといえる。
第３節　アメリカ合衆国における体育基準との関連性
もう一点、Yoga Ed.カリキュラムに特徴的な内容として挙げられるのが、アメリカ
合衆国の体育基準との関連性である。Yoga Ed.カリキュラムでは、そのカリキュラム
をアメリカ合衆国の体育基準に関連づけることによって、教育現場に浸透しやすい構
造を考案している。但し、プレスクールに関しては、国や州で定められた体育基準が
ないため、小学生・中学生向けのK-８カリキュラムに対応した形での構成となって
いる。プレスクール・カリキュラムにおける体育基準との関連性は以下に記す。
課程１：体：ヨガとは何か、なぜヨガなのか
：体の基本的な知識や機能の学習、呼吸、呼吸と動きの同調、フォーカス、
アライメント、集中力、リラックス、細心の注意、バランス、柔軟性、
平静さなど、ヨガの身体的要素の探求や訓練
課程２：心：ヨガをどのように練習するのか、ヨガをすると何が起こるのか
：ヨガで経験したことへの探求、練習が思考、感情、エネルギーに与える
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影響と効果を自身に関連づける、ヨガの練習前後、最中に自分に認識を
向けること
課程３：自己：ヨガから何を学んだか、この技術をどのように他の状況に応用するか
：ヨガの練習で観察したことを自分の人生に結び付ける
ポーズや練習が、自分にどのように影響するかを理解する
自分たちの練習方法を与えられた情報に基づいて選択できる
ヨガの技術を人生におけるほかの出来事へと応用できる自分の考えや行
動パターンへの認識をさらに発達させる
理性ある選択をするためにヨガの手法を使うことを学ぶ４）
このように、体育基準で分類されている「体・心・自己」の３つの課程に、ヨガを
用いた活動を応用して位置づけることによって、ヨガの手法を教育用のツールとして
セッティングし、教育現場で活用しやすい手法として加工していることがわかる。
第４節　プレスクール・カリキュラムにおけるヨガ教育の有効性
プレスクール・カリキュラムにおいて、幼児期におけるヨガ教育は、「子どもたち
の学習意欲を向上させ、健康を維持し、自己と他者を認識し、協調性、自信を持つ効
果がある」５）とされており、約36週間のカリキュラムで行われるヨガの練習は、「遊び
を取り入れ、年齢にあわせた身体精神的活動から成り立ち、子どもたちをサポートし、
身体、精神、感情、社会面での健康の基盤をつくる」６）と述べられている。では具体
的にどのような裏づけを元にこのような主張がなされているのだろうか。
幼児期におけるヨガ教育の有効性に関する裏づけは、アメリカ合衆国のC. Hannaford
博士の研究成果、“Smart Moves: Why learning Is Not All in your Head.”，Great Ocean
（1995）（遊びが脳に与える刺激について）７）を引用する形で明示されている。その内
容は、ヨガのような、ゆっくりとした総合的かつ明解な動きは、脳機能をフルに働か
せ、子どもの学習潜在能力を最大限に引き出すために重要であるというもので、①平
衡感覚機能、前庭器官、②固有感覚機能（空間における体の部位の認識）、③感覚の
認識と発展、④感情の認識と知性、⑤連帯感、以上５つの感覚機能を発達させるの
に重要であると主張されている８）。
この内容は、Yoga Ed.プレスクール・カリキュラムによってプログラム化された遊
び心あふれる楽しいゲームやヨガを基盤にした運動は、幼児期にある子どもの平衡感
覚や固有感覚、運動感覚や知覚を発展させ、感情を理解する能力や社会的知性を育む
ということを例証するものとして位置けられている。
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第２章　Yoga Ed.プレスクール・カリキュラム実施にみられる特徴
第１節　プレスクール・カリキュラム実施マニュアルの明示
①実施方法と実施時間
プログラム実施方法の特徴は、通常一時間から一時間半かけて展開するヨガクラス
とは異なり、ホームルームの時間や、朝の時間、テストの前、お昼休みなどの５分か
ら10分程度の時間、ゲーム感覚でヨガや呼吸法を行うということである。
手法としては、歌を歌う、ヨガのお話を聞き、コミュニケーションを取りながらヨ
ガのポーズを取るなど、特別に広い場所や道具を必要としないで実施できるものもあ
る。テキストブックに掲載されている数多くのレッスンプランを、実践する教員がそ
れぞれの感性で自分たちの子どもに合わせてアレンジすることができ、その場の子ど
も達の状態に応じて柔軟に、臨機応変にプログラムを対応させることが必要とされて
いる。基本的に継続して行うことによって、成果が得られるカリキュラムであり、36
週間のプログラム構成をベースに、同じレッスンプランを繰り返し行うことも可能で
ある。36週間の期間を通して、じっくり子ども達が自分の体で遊び、隣や周りにいる
友達の状態に気づくためのワークを継続することが重要である。
②クラスの構成と流れ
クラスを構成する内容は、積み木のようなもの９）であり、それぞれのプログラムが
相互的に作用しあって最終的な心と体の状態を導くように構成されなければならな
い。そして、この構成要素の部分を取り出し、ホームルームや朝の時間などの短い活
動として利用することもできる。以下に、基本的な構成要素の流れと時間配分を概説
する。
クラスのはじめに必ず行う、「１．タイムイン：１～３分」では、体と心の準備を
整え、呼吸法を用いるなどして数分静かにし、外の世界に向いている目を内側へと移
行させることを目的としている。タイムインのメリットは、グループ全員が身動きせ
ずに静かに座り、意識的で集中した呼吸を行うことで、「全員の意識を現在におき、ヨ
ガの時間を他の時間から区別し、クラスで必要となる基本的な態度を設定すること」10）
にある。このタイムインによって、神経系を静め、ヨガの醍醐味ともいえる心と体を
結び付け始めるのである。よって、子どもたちをタイムインに導くことが、クラスを
進行する上で非常に重要な出発点となるといえる。次の「２．話し合い：３～５分」
では、子ども達の集中力を保ち、自分の状態を認識させるような質問を行い、これか
ら行う活動の話を行い、活動意識を共有することを目的に行う。
次に、「３．ウォーミングアップ運動：５分」では、手遊びやストレッチ遊び、簡
単なゲームなどで体と心を使い、この後に出てくるより難しいポーズや動きを安全に
行うための準備を整えていく。呼吸を意識しながら基本的なポーズを行い、運動感覚
を目覚めさせていく。また、「４．ヨガポーズ：10～15分」では、お話に合わせてヨ
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ガのポーズへ移行する手法を用いることで、お話を演じながら、身ぶりや動き、声や
演技も加わって、より楽しいヨガの動きが生まれ、創造的で楽しい活動となる。そし
てさらにより一層、子ども達が集中、一体化し、スキルを発展させるために「５．ゲ
ーム：５～10分」へと展開する。ゲームの目的は‘楽しむこと’であり、子どもたち
はゲームに夢中になりながら、想像力を駆使し、創造性を引き出し、自分の行動力を
実感し、クラスの課題を楽しく解決するなど、多くのことを学習することができる。
ゲームは、子どもを夢中にさせ、やる気を起こさせる作用に加えて、脳の細胞と成長
と柔軟性に非常に効果がある11）という裏づけに基づいて組み込まれている。
最後に、興奮した子どもたちの体と心を静める「６．ビジュアライゼーション：３
～５分」を用いる。リラックスして人の話を聞くこの時間は、子ども達が自分の内な
る生命やすばらしい素材としての価値を認識し、「自己への気づき（Self-awareness）」
へ近づく手助けとなるものである。また、子ども達がビジュアライゼーションを用い
ることによって、誠実さ、創造性、癒し、調和やつながりを深めるために心（ heart）
と理性（mind）を結びつける効果が得られることがわかっている12）。
第２節　幼児を対象とした場合のクラス実施における留意点の明示
①発育・発達の個人差を考慮すること
まず最も留意しなければならないのが、発育・発達の個人差が大きい時期であると
いう点である。保育園や幼稚園でヨガを実施する場合には、クラス内での興味や能力、
発育のレベルに大きな幅があることを想定しなければならない。体の大きさ、年齢、
動きの器用さ、態度、集中力の大小に関わらず、ヨガクラスは、「いろいろな動きや
ゲームを行いながら行う、自分自身や体についての楽しい探検であり、自分たちのた
めになるのだ」13）、ということを理解させる必要がある。
②対話形式によって参加型のクラス展開を実施すること
この時期の子供たちの集中力は、年齢が上がるにつれて高くなるとはいえ、数分間
以上静かにさせるなどの難しい要求は避けなければならない。また、子ども達が積極
的に探求し、発見する過程に活発に参加できるように、教員からの一方向的な活動に
ならないように、対話形式を多用しインターラクティブにクラスを展開することが必
要となる。二人組や小さなグループ活動の中で、参加し、互いに関与しあい、責任感
や充実感を感じる機会をつくることが大切な学習要素といえる。
③規律（約束事）の設定し、一貫した対応を行うこと
ヨガクラスにおける規律（約束事）には、尊敬や気づき、責任感などのヨガの目的
を反映するものを設定する。この規律は、お互いに敬意を持つための訓練であると同
時に、クラスの質を維持する効果的な方法である。例えば、「ヨガマットは、一人ひ
とりのスペース（陣地）だよ。ヨガポーズの時は、自分のスペースでしようね」など
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は、自分のスペースと人のスペースを分け、それぞれを尊重しあうような態度を養う
ことにつながる。よって、クラスの質がどうあるべきか、どのように振舞うべきか、
その理由についても子ども達と話し合い、みんなで規律を作り、みんながルールを守
り、またお友達が守れるようにお互いにサポートし合えるように方向づける必要があ
る。規律は、罰とは違い、前向きな行動に焦点を当てていくことが重要な要素となっ
ている。
また、子どもが規律を破ったり、何か危険なことを冒した場合には、すぐにマット
の上か、壁側に座らせて「タイムイン」を取る。タイムインは、子どもが落ち着きを
取り戻し、自分の感情を理解したり、適切に感情を開放したりするのをサポートして
くれる。数分後、子どもの状態が落ち着いたことを確認できたならば、クラスに戻る
ように指示し、子どもが戻ってきたら温かく受け入れ、自分を取り戻すためにどうし
たのかを静かに尋ね、そのようにできたことを評価していくといった、教員側の受容
の姿勢が重要になってくる。
さらに、３歳から５歳を対象としたプレスクール・カリキュラムの実施の留意点に
関する記述を見ていくと、「１．楽しむ（Be playful）」、「２．イマジネーションを用
いる（Use imagery）」、「３．休ませる（Let them rest）」、「４．幼児（２～３歳）への指
導（Toddlers）」、「５．レッスンプランのアレンジ（Creating a Lesson plan）」、「６．ア
シスタントの重要性（Assistants）」、の６点が挙げられる。
特に、「２．イマジネーションを用いる」ことによって、子ども達が集中してまと
まり、やる気やチャレンジ精神が旺盛になり、活発になる14）ことがわかっている。例
えば、子ども達が「鮫」のポーズを行っている時に、教員が与える指示の言葉の中に、
豊かなイマジネーションが取り込まれている例を以下に紹介する。
しっかりと獲物に焦点を定めて、呼吸をしましょう。
体が伸びて、力強いのを感じましょう。足はそろえて、腕はまっすぐにして
水中にもぐって、背筋がさらに伸びて、胸をさらに持ち上げましょう。15）
この言葉かけの内容を分析すると、イマジネーションで触発する言葉と同時に、ど
のような体の状態になっているかを具体的に指示する言葉が含まれているのがわかる。
また、「３．休ませる」ことについては、クラスが午後にある場合などに、子どもた
ちはしばしば疲れているにも関わらず、無理をして動き続け、やがて大騒ぎをして手
がつけられなくなるというケースなどでは、活動と休息のバランスを取ることが勧め
られている。そのような時は、がんばり続ける必要はなく、素直に照明を落とし、音
楽を流しながら、ビジュアライゼーションへ移行すればよいという考え方からである。
「４．幼児（２～３歳）への指導」については、これは、非常に楽しく行うことが可
能であるが、そのためには、教員がクラスの焦点を身体活動に重点をおいた内容にシ
フトすることが条件となる。この年齢層では注意力は３～５歳児よりもさらに短くな
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り、ほんの少しの間しか持たないことを踏まえ、言葉を減らして動きを増やす工夫が
必要となってくる。
「５．レッスンプランのアレンジ」では、レッスンプランは、単純化してから用い
るということ、幼児期の子ども達がウォーミングアップ運動や動物のヨガポーズに対
して興味が高いことを踏まえ、適切なポーズを選択することが挙げられる。また多く
の視覚的小道具を用い、「ブロックを使ってバランスをデモンストレーションする」
など、子どもたちに効果的な方法を提案している。幼児期の子どもであっても、短い
休息やビジュアライゼーションは、時間をかけ、根気よく行っていけば、できるよう
になり、想像力を使った呼吸の練習ではじっと座って取り組むことができるという。
また、プレスクール・カリキュラムの実施において、「６．アシスタント」は非常
に大切な条件であり、不可欠な存在ともいえる。７～10人の少人数のクラスであって
も、少なくとも一人のアシスタントがいると、排泄時の対応や問題を抱えている子ど
もがいた場合に面倒をみてもらうことができる。子供たちのことをよく知っているク
ラス担任の先生が一緒に参加できることが、一番理想的であると示されている。
第３章　保育士・幼稚園教諭養成課程の保育学生を対象としたYoga Ed.
プレスクール・カリキュラムの実践と実態調査
幼児期の子どもを対象としたヨガとは、どのようなものなのか、また通常のヨガと
の指導法の違いや実施のねらいは何なのか、具体的な手法はどういうものなのか、と
いう素朴な疑問の元、保育学生を対象として、Yoga Ed.という現在米国にて数多くの
実践例をもち、社会的な貢献を果たしてきているプレスクール・カリキュラムの紹介
と実践を行った。本章では、その実践後に回収したアンケート調査をもとに、保育学
生の学習成果の実態に迫り、そこから得られた新たな発見や問題提起、今後の課題に
ついて考察する。
第１節　質問紙による実態調査
調査方法の詳細は、以下に記す。
１．調査対象
首都圏にあるS大学2008年度入学の保育学生（保育士・幼稚園教諭養成コース入学
者）の一部計40人、及びS短期大学2009年度入学の保育学生（保育士養成コース入学
者）の一部計40人、合計80人、うち有効回答数、80。
２．調査時期
2010年７月
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３．調査方法
各大学の実施条件の都合上、半期間全15回の授業回数のうち、S大学では基礎理論
１回（1.5時間）、実技３回（4.5時間）の計４回（６時間）、S短期大学では、基礎理
論1回（1.5時間）、実技２回（３時間）の計３回（4.5時間）を実践学習の機会として
設定した。
授業終了後、質問紙によるアンケート用紙（資料１）による調査を実施。教室単位
で、授業時間の一部を用い、担当教員による調査の意図を説明した後、アンケート用
紙を配布。質問回答後、直ちに回収を行った。調査内容は、統計処理によって個人は
特定されないこと、回答結果が成績や評価と無関係であることを口頭で説明し調査協
力を依頼した。
第２節　結果と考察
Yoga Ed.プレスクール・カリキュラム（以下、本節ではYoga Ed.プレスクール・カ
リキュラムを「キッズヨガ」と略称する）から抜粋し、授業で実施したキッズヨガの
体験についての13の質問項目について「はい」、「少し」、「いいえ」、「わからない」の
４段階で自己評価を行い、学習成果の実態を把握する手がかりとした。また自由記述
欄にキッズヨガのクラスを体験学習してみて感じたこと、考えたこと、良かった点、
改善点などについて自由に記述してもらうことによって、課題の発見、改善点、新た
な発想を探る手がかりとした。
①保育学生の身体活動への積極度に関する質問項目
身体を使った表現や遊びを楽しいと感じるかどうかについて６段階で自己評価して
もらい、回答数80に対して次のような結果が得られた。
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図１ 　体を使って表現したり遊ぶのは楽しいか
表１ 　体を使って表現したり遊ぶのは楽しいか
S大学 ３年
とても楽しい 楽 し い どちらでもない あまり楽しくない 楽しくない
どちらでもない  ３％
あまり楽しくない  １％
楽しくない  ０％
むずかしい  １％ 無回答 ６％
むずかしい 無 回 答
S短大 ２年
合　　計
58％
53％
55％
28％
40％
34％
0％
5％
3％
0％
3％
1％
0％
0％
0％
3％
0％
1％
13％
0％
6％
とても楽しい
55％
楽しい
34％
大学、短大共に、「とても楽しい」と解答した学生が過半数以上であり、「楽しい」
と解答する学生を含めると、９割弱の学生が身体活動に対して積極性があることが分
かった（表１，図１）。従って、今回実態調査を行った集団は、身体活動への意識が
非常に高い集団であると判断できる。また、ヨガに対する経験を尋ねる口頭での質問
を行ったところ、ほぼ全員が未経験者であった。
②ポーズや呼吸を通した「実感」に関する質問項目
キッズヨガのポーズや呼吸の体験学習の中で、「ポーズや呼吸の方法を自分の体で
感じ、味わうことができたか」の質問に「はい」60～68％、「少し」33～40％となり、
「いいえ」、「わからない」の回答者が０％となった（表２）。受講者のすべての保育学
生が何らかの実感を得、キッズヨガを味わうことができた結果となった。
また、「呼吸を整え、深めることで心が落ち着き、集中力が高まることを経験でき
たか」、「ポーズに集中した後にからだの開放感やリラックスを感じることができたか」
という質問に対して、それぞれ「はい」60～78％、「少し」20～38％の回答比率とな
り、それに対して「いいえ」、「わからない」の回答者が０～５％となった（表３、表
４）。この結果は、今回始めてキッズヨガを体験した受講者の過半数が、心の変化や
集中力の高まりを実感し、特に開放感やリラックスを得ていたことを示す結果といえ
る。また自由記述においても、「とても楽しかった」、「新鮮で楽しかった」、「だんだ
んコツをつかんで楽しくなった」などの「楽しかった」という明確な記述が80人中21
人にみられ（資料２）、楽しみながらキッズヨガを体験し、実感したことが伺えた。
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表２ 　ポーズや呼吸の方法を自分のからだで
　　　 感じ、味わうことができたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は い
68％
60％
64％
少 し
33％
40％
36％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
0％
0％
0％
表３ 　呼吸を整え、深めることで「心」が落ち着き、
　　   「集中力」が高まることを経験できたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は い
65％
60％
63％
少 し
35％
38％
36％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
0％
3％
1％
表４ 　ポーズに集中した後に「からだ」の「解放感」や
　　　「リラックス」を感じることができたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は い
78％
58％
68％
少 し
20％
38％
29％
いいえ
3％
0％
1％
わからない
0％
5％
3％
③自分の体への「気づき」や「挑戦」に関する質問項目
「ポーズや呼吸を通して、いつもと違うからだの使い方を経験することができたか」、
「ポーズを行いながら、バランスを探ったり、できないことに挑戦したりできたか」、
という質問では、「はい」68～80％という高い割合となった（表５、表６）。
この結果は、キッズヨガには動物や植物、虫などをモチーフとしたユニークなポー
ズが多数あること、ヨガに特徴的な柔軟性や持続力を必要とするポーズが多数あるこ
とが関連しているようであった。自由記述における「柔軟性に関する内容」を見てい
くと、キッズヨガを通して「普段使わない筋肉や関節を使い大変気持ちがよかった」、
「いつも使わないところが使われて良い運動になった」、「自分の体が硬いことを認識
した」、「なかなかお手本どおりにいかなくて辛かった」など、自身の柔軟性への課題
に気づいた学生が、80人中17人であり、授業の回数を経るごとに関節の可動域を向上
させ、心地よさを体得できた人、辛さと戦い課題を残した人、その感じ方は様々であ
った（資料２）。また、ポーズや呼吸の軸となる「姿勢」に関する質問項目に対して、
「正しく保つことができた」60％、「少し」35～38％、「いいえ」、「わからない」が０
～３％であった（表７）。
以上の結果から、今までに経験したことのなかったキッズヨガのポーズで、バラン
スを取り、ポーズを持続させることを通して、普段とは違う筋肉や関節の使い方に挑
戦し、「柔軟性」、「筋持久力」、「姿勢」への課題に気づく学生が多数いたことがわかる。
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表５ 　ポーズや呼吸を通して、「いつもと違うからだの使い方」を経験することができたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は い
80％
68％
74％
少 し
20％
25％
23％
いいえ
0％
0％
0％
無回答
0％
5％
3％
わからない
0％
3％
1％
表６ 　ポーズを行いながら、バランスを探ったり、できないことに挑戦したりできたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は い
65％
78％
71％
少 し
30％
20％
25％
いいえ
5％
0％
3％
無回答
0％
3％
1％
わからない
0％
0％
0％
表７ 　ポーズや呼吸を通して「姿勢」を正しく保つことを意識できたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は い
60％
60％
60％
少 し
35％
38％
36％
いいえ
3％
3％
3％
わからない
0％
0％
1％
④「パートナーポーズ」に関する質問項目
一人で行うシングルポーズとの決定的な違いは、シングルポーズでは自己の心や体
に意識を集中させるのに対し、パートナーポーズでは、パートナーという他者を受け
入れ、互いに力加減やリラックス具合を探りあい、確かめ合い、丁度良いバランスを
見つけ出すという二人の感覚による共同作業が不可欠な点といえる。この共同作業に
ついての質問項目、「一人で行うポーズとパートナーポーズの違いは理解できたか」、
「パートナーポーズを通して、お互いを信じ、思いやる気持ちの重要性を実感するこ
とができたか」、「パートナーポーズを通して、お互いの力加減を調節し、丁度いい加
減を探る体験ができたか」という質問に対し、どの質問においても「はい」と回答し
た人が６割を超える結果が得られた（表８～10）。ほとんどの学生が、シングルポー
ズとパートナーポーズとの違いを把握し、パートナーとの実践の中でお互いを信じ思
いやることでバランスが生まれるということを実感したことがわかる。
また、もう一つ興味深い点として、パートナーポーズに関する３つの質問項目のす
べてにおいて、「はい」の割合がS短期大学よりもS大学の数値が高くなっていること
である。互いの信頼関係が直接的に反映するパートナーポーズでは、３年生を対象と
したクラスの方が、より安心して互いを頼り、心地よい空間でパートナーポーズの実
践に臨めたことが伺えた。
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写真１ 　Partner “Rooftops” 写真２ 　Partner “Lizard on rock”
表８ 　一人で行うポーズと「パートナーポーズ」の違いは理解できたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は  い
80％
63％
71％
少  し
20％
30％
25％
欠  席
0％
8％
4％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
0％
0％
0％
表９　「パートナーポーズ」を通して、お互いを信じ、
　　　 思いやる気持ちの重要性を実感することができたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は  い
85％
68％
76％
少  し
15％
25％
20％
欠  席
0％
8％
4％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
0％
0％
0％
表10　「パートナーポーズ」を通して、お互いの「力」加減
　　　 を調節し、丁度いい加減を探る体験ができたか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は  い
78％
68％
73％
少  し
20％
25％
23％
欠  席
0％
8％
4％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
3％
0％
1％
⑤キッズヨガを通した「ストレスコントロール」の学習に関する質問項目
「キッズヨガのポーズや呼吸、パートナーとのバランスを習得することによって、
ストレスコントロールの知恵を学ぶことができると思うか」という質問項目に対し、
「はい」25～38％、「少し」50～53％、「わからない」８～23％、「いいえ」０～３％と
いう結果が得られた（表11）。他の質問項目と比較して、「わからない」の割合が高く
なっており、ヨガを行うことが心をコントロールすることにつながるという認識がま
だ低いことを示している。授業時間内での説明が不十分であったこと、心とからだの
つながりを実感できるタイミングに合わせて教員が示していくこと等が反省点として
挙げられる。
ここで明確にしておかなければならない内容は、子どもたちは「ヨガを通して心と
体と呼吸の関連性に自然に気づき、またポーズの訓練や呼吸によって自己認識を高め
ることで、今自分がどのような状態であるかを知り、どのように応じればよいかを選
択することができるようになる」16）とい
うものである。つまり、ヨガを通じて
養われるポジティブな考え方や、深い
呼吸の方法から得られるリラックスし
た状態や開放感は、結果としてストレ
スコントロールの技術になっていくと
いうことであるが、今回の体験学習の
中では、そこまでは経験が及ばなかっ
たことがわかる。
⑥キッズヨガの「手法」に関する質問項目
「キッズヨガのポーズにつけられている、動物や虫の名前は遊び心や想像力を豊か
に導いてくれたか」、「キッズヨガでは、ポーズや呼吸の合間にゲームや移動を取り入
れて思い切り動き、遊んで解放し、再び呼吸を整えて集中させる方法を行うが、この
手法は、子どもに有効だと思うか」の質問項目に対し、「はい」63～88％、「すこし」
13～38％、「わからない」０～３％、「いいえ」０％という結果を得た。ポーズにつけ
られている動物や虫の名前のイメージでポーズを取る楽しさと、覚えやすさがあった
ように感じられた。
淑徳短期大学研究紀要第50号（2011.2）
― 216―
14
表11　Kid's Yoga のポーズや呼吸、パートナーとのバランス
          を習得することによって「ストレスコントロール」の
           知恵を学ぶことができると思うか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は  い
38％
25％
31％
少  し
53％
50％
51％
欠  席
0％
3％
1％
いいえ
3％
0％
1％
わからない
8％
23％
15％
表12　   Kid's Yoga のポーズにつけられている、
　　　  動物や虫の名前は「遊び心」や「想像力」
　　　  を豊かに導いてくれたか  
表13　   Kid's Yoga では、ポーズや呼吸の合間に〔ゲーム〕や〔移動〕を
　　　  取り入れて思い切り動き、遊んで解放し、再び呼吸を整えて集中
　　　  させる方法を行います。この手法は、子どもに有効だと思うか
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は  い
75％
63％
69％
少  し
23％
38％
30％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
3％
0％
1％
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は  い
88％
75％
81％
少  し
13％
20％
16％
欠  席
0％
3％
1％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
0％
3％
1％
⑦キッズヨガの手法を子ども達と共有してみたいか
「キッズヨガの手法を、子どもたちと共有してみたいか」の質問に対して、「はい」
73～93％、「少し」８～23％、「わからない」０～５％、「いいえ」０％という結果を得
た。自由記述においても80人中12人が「保育現場で指導してみたい」と回答している。
また２校間で、回答内容に差が出ているのは、授業回数に比例した結果であると考え
られる。
⑧「新しい発見」や「今後の可能性」に関する内容
キッズヨガ学習の実態調査を行ったことで、明らかになったことは、ほとんどすべ
ての質問項目において、「はい」と回答する人の割合が６割以上を占めていたことで
ある。この結果は、キッズヨガの手法が、初心者であっても体験しやすく、実感を得
やすい内容であることを示している。
また自由記述の内容からも明らかであるように、ヨガの手法を幼児向けにより分か
りやすく、簡潔に構成したYoga Ed.のプレスクール・カリキュラムは、短時間に多数
の動きを経験する道具として、また自分でエネルギーをコントロールすることが困難
な子どもたちに、自分に集中し、リラックスし、心と体をつなぐ方法を教える手法と
して、最適なものであることが伺えた。
⑨今後の課題
今回の体験学習では、それぞれの大学での実施条件の都合上、S大学講義１時間、
実技３時間、S短期大学では講義１時間、実技２時間であり、学年もS大学が３年生、
S短期大学が２年生であった。また、学内の環境設定上、S大学のみで屋外での学習
体験を実施した。また、授業の構成上、S短期大学では、模擬授業を通して、学生自
身がキッズヨガクラスを実践する機会を設定できたが、S大学では実践例を教員と共
に体験するに止まっている。アンケート調査の自由記述においても、「子ども達とキ
ッズヨガを共有したい」という記述が80人中12名、「もっとキッズヨガについて学び
たい、覚えたい」という記述が80人中10人であった。
半期間にわたる全授業の構成上、限られた時間数での学習であり、Yoga Ed.のライ
センスを取得できるだけの時間数を重ねていないというのが現状ではあるが、その限
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表14 　Kid's Yoga の手法を、子どもたちと共有してみたいか
写真３ 　屋外での“Visualization”の様子
S大学 ３年
S短大 ２年
合　計
は い
93％
73％
83％
少 し
8％
23％
15％
いいえ
0％
0％
0％
わからない
0％
5％
3％
られた時間の中で、伝えるべき精神や手法を精査し、体験学習できる環境づくりを計
画する必要があると感じた。
結論
保育技術の全般と同様、このYoga Ed.プレスクール・カリキュラムというツールも
また、現場で子どもたちとの実践を通してはじめて、自分の技術として定着し、子供
たちの中に息づいていくものである。事実、そのテキストブックにおいても「これら
の要素は、単なるガイドラインに過ぎず、時間の制限や先生、そしてその時の子ども
達に適するように、その場に応じて応用し、アレンジしてください」17）と記されてお
り、教える立場にある人間のアイディアとアレンジを寛容に受け入れる性質のもので
ある。今回の文献研究からは、このようにフレキシブルに対応可能な、Yoga Ed.プレ
スクール・カリキュラムにおける基底概念と特徴、実施における留意点の詳細が明ら
かになった。
また、保育学生に実施したアンケート調査からは、「もっと学びたい」、「保育現場
でキッズヨガを指導したい」という記述が多数見られ、ヨガ初心者の保育者にとって
も取り組みやすく、実践に取り入れやすいという側面も見えてきた。さらに、「いつ
も使わない体の部分を使用した」、「柔軟性の課題を再認識した」などの自由記述から
は、Yoga Ed.プログラムの実践学習が、同時に保育者自身の体の気づきを促したこと
が明らかになった。よってこのプレスクール・カリキュラムは、子どもたちに提供す
るプログラムという枠を超えて、保育者や保護者など、子どもと共に実践する人すべ
てが、共にそれぞれの体や心の状態に気づき、ケアできるツールとしても利用可能で
あるという、発展的な可能性を感じることもできた。
今後は、日々成長する子どもたちに対して、幅広くアレンジが効くYoga Ed.プレス
クール・カリキュラムの利点をより日本向けに応用し、手遊びや、リトミック、身体
表現、幼児体育など現時点で、現場で活用されている身体活動と結び付けてアレンジ
していくなど、より現場で活用しやすい形態をイメージしながら、保育学生が少しで
も充実したプログラムの習得ができるよう、検討を重ねていきたい。
参考文献
Marni Borling  Yoga ed. Pre-School Curriculum, Yoga Ed., 2006
Marni Borling  Yoga ed. Pre-School Breathing Exercise, Yoga Ed., 2006
Marni Borling  Yoga ed. Pre-School Teacher’s Guide, Yoga Ed., 2006
木村慧心監修，野坂見智代著『お母さんと子どものヨーガ』東方出版，1997年
山本利幸『キッズタッチ』現代書林，2007年　ほか
１）Marni Borling  Yoga ed. Pre-School Curriculum OVERVIEW, Yoga Ed., 2006, p.2.
２）Marni Borling 前掲書１）p.4.
淑徳短期大学研究紀要第50号（2011.2）
― 218―
16
３）Marni Borling 前掲書１）p.4.
４）Marni Borling 前掲書１）p.9-10.
５）Marni Borling 前掲書１）p.4.
６）Marni Borling 前掲書１）p.4.
７）Hannaford, Carna  Smart Moves: Why learning Is Not All in your Head., Great Ocean 1995
８）Marni Borling 前掲書１）p.6.
９）Marni Borling  Yoga ed. Pre-School Teacher’s Guide, Yoga Ed., 2006, p.7-8.
10）Marni Borling 前掲書９）p.9-10.
11）Peace, Dr. Joseph C.  Magical Child, Plume Books, Penguin, 1977.
12）Marni Borling 前掲書９）2006, p.11.
13）Marni Borling 前掲書９）2006, p.17.
14）Marni Borling 前掲書９）2006, p.23.
15）Marni Borling 前掲書９）2006, p.23.
16）Marni Borling 前掲書１）p.4.
17）Marni Borling 前掲書９）p.9.
淑徳短期大学研究紀要第50号（2011.2）
― 219―
17
淑徳短期大学研究紀要第50号（2011.2）
― 220―
18
資料１ アンケート質問項目と形式
淑徳短期大学研究紀要第50号（2011.2）
― 221―
19
資料２ アンケート自由記述の詳細
淑徳短期大学研究紀要第50号（2011.2）
― 222―
20
淑徳短期大学研究紀要第50号（2011.2）
― 223―
21
